
１１月２日（日）に交流館で開催される「ふれあいまつり」での出店ブースを企画から運営まで
中学生スタッフが行う「中学生プロデュース 猿投台向上委員会」が始まりました。今年度はス
タッフがそれぞれブース内容を考え、夏休み中に企画書を作成しました。その中から、皆さんに楽
しんでいただけるものを選抜し実行していく予定です。じっくり考える時間があり、内容の濃いも
のが仕上がりそうです。
この委員会は今年度から、猿投台コミュニティ会議青少年育成部会と猿投台中学校地域学校共働

本部の共催、猿投台交流館後援で開催されることになりました。地域ボランティアさん２名を含む
多くの地域の方にサポートしていただき「中学生プロデュース 猿投台向上委員会」もバージョン
アップしたように思います。支えてくださる皆様、本当にありがとうございます。そして今後もよ
ろしくお願いいたします。
中学生スタッフの皆さん、地域の皆さんに喜んでいただける企画運営をよろしくお願いします。

あぷりこっと
猿投台中学校 地域学校共働本部だより

あぷりこっと︓杏のことではなく杏色のパンジーのこと。花言葉は「楽しい気持ち」

令和７年度９月号

猿投台交流館「猿投台ふれあいまつり」
「中学生プロデュース 猿投台向上委員会」

連絡先 猿投台中学校 地域学校共働本部
携 帯 090-6355-2679（ショートメールも可能）
メール gakkokyoiku49@toyotacity.biz.au.com

地域コーディネーター 藤中 佐織

台中生ボランティアによる地域貢献活動の紹介
その１

7/21(月)

上段左から
自己紹介する生徒
企画書作成の様子
サポートスタッフさんも一緒に考案中

下段左から
サポートしてくださる地域の方々
交流館職員さんの話を聞く生徒たち

猿投台交流館
ふれあいまつり
１１月２日（日）
ぜひ、遊びに来て
くださいね

裏面あり

mailto:gakkokyoiku49@toyotacity.biz.au.com


西広瀬小学校横
「丸根山ビオトープ整備ボランティア」

酷暑の中、早朝からの「丸根山ビオトープ整備」活動に２５名の台中生ボランティアが参加しま
した。募集当初の活動内容はビオトープと山道の整備でしたが、活動日直前にイノシシ被害に会い
ビオトープ周辺を荒らされてしまいましたので、その修復を重点的に行いました。厳しい暑さでし
たがテキパキと作業を行い、修復がかなり進みました。台中の皆さんの活動によって、西広瀬小学
校児童の皆さんが安全に観察を行えるようになると良いですね。
暑い暑いと言いながら、汗だく、泥だらけになって一生懸命活動した生徒の皆さん、本当にあり

がとうございました。
活動後の生徒の感想（抜粋）
・地域のためになりたい人が集まってボランティアを
していてとてもあたたかい場所だった。

・大変だったけど友達とやったことで楽しさもあったし
やりがいを感じた。

・自分たちが使っていたビオトープや足場などは多くの
人たちによって整備されていたのだなと感謝の気持ち
が湧いた。

・皆と協力することの大切さを感じた。

8/24(日)

台中生ボランティアによる地域貢献活動の紹介
その２

イノシシに荒らされた蓮池の整備

イノシシに荒らされたビオトープ周辺の整備
台中卒業生も参加

整備後

オオカナダモの駆除 休憩場所の整備

地域の方々、西広瀬小・猿投台中の先生方
たくさんの方に支えられての活動でした

たくさんの方
の支援に感謝
しています。
ありがとう
ございました。

整備前


